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謹賀新年
本年もよろしく
お願いします

岡部・石和支所女性部合同寄せ植え教室



令和元年度　ＪＡ共済 小・中学生

書道コンクール・交通安全ポスターコンクール上位入賞者

の
せ
ん
孔
細
菌
病
が
、
前
年
の
台
風

の
強
風
を
受
け
た
地
域
と
、
降
ひ
ょ

う
地
域
を
中
心
に
突
発
的
大
発
生
で

被
害
が
拡
大
し
、
管
内
全
体
の
モ
モ

の
販
売
量
は
前
年
比
70
％
ま
で
減
少

し
ま
し
た
。
産
地
維
持
発
展
の
た
め
、

県
や
各
市
か
ら
薬
剤
費
補
助
の
支
援

も
い
た
だ
き
、
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど

の
皆
様
に
昨
年
の
秋
防
除
を
徹
底
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
難
防
除
の
細

菌
封
じ
込
め
に
は
こ
こ
数
年
の
徹
底

防
除
が
重
要
と
さ
れ
ま
す
。
昨
年
行

わ
れ
ま
し
た
山
梨
県
果
樹
共
進
会
で

は
、「
せ
ん
孔
細
菌
病
に
弱
い
」
と

い
わ
れ
て
い
る
晩
生
品
種
の
川
中
島

白
桃
が
対
象
品
種
と
な
り
、
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
御
坂
町
の
雨
宮
守
さ
ん

の
事
例
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
前
年

僅
か
な
が
ら
発
病
が
見
ら
れ
た
の
で
、

秋
期
防
除
と
開
花
期
の
春
型
枝
病
斑

を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
２
回
の
剪
除

と
、
落
花
期
か
ら
薬
剤
散
布
を
徹
底

し
、
ほ
と
ん
ど
果
実
の
被
害
は
な
か

っ
た
と
の
優
良
事
例
の
発
表
で
し
た
。

ど
う
か
桃
生
産
者
の
皆
様
に
は
こ
の

事
例
を
励
み
と
し
て
防
除
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
一
方
、
ブ
ド
ウ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

露
地
物
で
黒
系
大
粒
種
の
着
色
遅
延

や
障
害
、
全
般
に
晩
腐
病
の
発
生
等

に
よ
り
前
年
比
90
％
の
販
売
量
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
出
荷
量
は
前
年
の

１
１
５
％
、
単
価
は
１
０
９
％
の
高

価
格
で
、
経
済
原
則
で
の
希
少
性
を

覆
す
よ
う
な
消
費
実
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
ブ
ド
ウ

も
シ
ャ
イ
ン
人
気
に
引
っ
張
ら
れ
る

よ
う
に
高
単
価
で
し
た
。
た
だ
し
、

心
配
さ
れ
る
の
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
が
発
効

さ
れ
た
１
年
目
、
輸
入
ブ
ド
ウ
は
前

年
の
１
３
０
％
以
上
で
５
万
ト
ン
に

迫
っ
た
こ
と
で
す
。
対
抗
策
と
し
て

は
高
品
質
と
安
全
性
の
高
い
ブ
ド
ウ

生
産
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
本
年
度
の
農
協
全
体
と
し
て
の
出

荷
量
は
前
年
の
80
％
、
販
売
額
は
90

％
で
１
２
７
億
円
と
な
り
、
農
産
物

販
売
取
扱
量
の
減
少
は
、
組
合
員
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
経

済
関
係
事
業
全
般
に
影
響
が
及
ぶ
他
、

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
健
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
の
各
事

業
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
の

も
と
共
同
活
動
に
多
大
な
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

地
球
規
模
で
の
温
暖
化
に
よ
る
気
象

災
害
が
相
次
ぎ
、
当
地
域
に
お
き
ま

し
て
も
、
春
先
の
低
温
に
よ
る
凍
霜

害
か
ら
李
や
桃
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
５

月
４
日
の
か
つ
て
な
い
早
期
の
降
ひ

ょ
う
は
、
八
代
・
御
坂
・
一
宮
地
区

の
広
範
囲
に
及
び
、
さ
ら
に
、
梅
雨

時
で
３
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
降
水
量
、

連
続
15
日
間
の
猛
暑
日
と
農
業
生
産

に
は
大
変
ご
苦
労
の
多
い
年
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
気
象
条
件
下
で
、
こ

こ
数
年
一
部
に
み
ら
れ
て
い
た
モ
モ

信
用
・
共
済
事
業
へ
も
関
係
し
ま
す
。

　
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
経
営

基
盤
強
化
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役

職
員
段
階
で
ほ
ぼ
１
年
に
わ
た
り
検

討
し
て
い
る
所
で
あ
り
、
事
業
の
効

率
化
や
合
理
化
に
よ
り
経
営
環
境
を

見
据
え
て
、
支
所
統
廃
合
を
始
め
内

部
管
理
体
制
の
高
度
化
を
計
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
経
営
基
盤

の
確
立
と
強
化
の
た
め
の
具
体
的
計

画
策
定
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

近
々
の
内
に
、
組
合
の
皆
様
に
は
ご

理
解
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
消
費

宣
伝
活
動
を
強
化
し
、
海
外
輸
出
へ

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
産
地
イ
メ

ー
ジ
を
高
め
組
合
員
の
皆
様
の
農
業

所
得
の
増
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
協
力
組
織
で
あ
る
青
年
部

や
女
性
部
の
活
発
な
活
動
を
お
願
い

し
、
年
金
友
の
会
の
皆
さ
ん
に
も
イ

ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極
的
参
加
を
戴
く

た
め
の
事
業
を
取
り
入
れ
、
Ｊ
Ａ
ふ

え
ふ
き
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
地
域

の
活
性
化
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
本
年
が
組
合
員
の
皆

様
に
と
っ
て
実
り
多
い
よ
き
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ま
た
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
の
発
展
に
更
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す

代
表
理
事
組
合
長
　
小
　
池
　
一
　
夫



令和元年度　ＪＡ共済 小・中学生

書道コンクール・交通安全ポスターコンクール上位入賞者

教
育
長
賞

　
半
紙
の
部

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
半
紙
の
部

教
育
長
賞

　
半
紙
の
部

　
　
八
代
小
三
年
　
武
　
川
　
優
　
心

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

　
半
紙
の
部

　
　
中
道
北
小
二
年
　
渡
　
辺
　
万
　
菜

　
条
幅
の
部

　
　
御
坂
東
小
三
年
　
小
　
澤
　
征
　
斗

　
　
駿
台
甲
府
中
二
年
　
宮
　
川
　
い
ろ
は

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
半
紙
の
部

　
　
八
代
小
四
年
　
黒
　
澤
　
弥
　
来

金
　
　
賞

　
半
紙
の
部

　
　
石
和
南
小
一
年
　
山
　
本
　
健
　
人

　
　
豊
富
小
一
年
　
有
　
泉
　
芽
　
衣

　
　
御
坂
西
小
一
年
　
樋
　
口
　
愛
　
菜

　
　
中
道
北
小
三
年
　
伊
　
藤
　
泰
　
良

　
　
御
坂
西
小
四
年
　
樋
　
口
　
結
　
愛

　
　
御
坂
西
小
五
年
　
佐
　
藤
　
美
　
空

　
　
豊
富
小
六
年
　
深
　
味
　
か
ん
な

　
　
豊
富
小
六
年
　
鈴
　
木
　
爽
　
良

　
　
石
和
中
一
年
　
橘
　
田
　
萌
　
花

　
　
笛
南
中
一
年
　
樋
　
泉
　
七
　
海

　
　
一
宮
中
二
年
　
田
　
口
　
結
　
羽

　
　
駿
台
甲
府
中
二
年
　
宮
　
川
　
い
ろ
は

　
条
幅
の
部

　
　
御
坂
西
小
一
年
　
樋
　
口
　
愛
　
菜

　
　
八
代
小
四
年
　
黒
　
澤
　
弥
　
来

　
　
豊
富
小
六
年
　
鈴
　
木
　
爽
　
良

金
　
　
賞

　
　
八
代
小
一
年
　
中
　
村
　
夏
　
海

　
　
芦
川
小
二
年
　
雨
　
宮
　
幸
　
隆

　
　
御
坂
西
小
三
年
　
芦
　
澤
　
柑
　
奈

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞
　
条
幅
の
部

御
坂
東
小
学
校
三
年
　
　
小
　
澤
　
征
　
斗

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞
　
条
幅
の
部

駿
台
甲
府
中
学
校
二
年
　
　
宮
　
川
　
い
ろ
は

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

　
半
紙
の
部

八代小学校３年
武　川　優　心

中道北小学校２年
渡　辺　万　菜

八代小学校４年
黒　澤　弥　来

今年もたくさ
んの

ご応募
ありがとう
ございました

。

入賞された皆
様

おめでとう
ございます。







一宮南（塩田）チーム優勝

第32回山梨県ＪＡグループすこやかゲートボール大会開催!!
　10月 24日、甲府市の小瀬スポーツ公園で、第 32回山梨県ＪＡグループすこやかゲートボール大会が開かれ、
県下のＪＡ 67チームが熱戦を繰り広げました。
　この大会は、組合員等の健康保持と生きがいを高めるため、山梨県農業まつりの一環として開催されました。
　当ＪＡ管内からは９チームが出場し、一宮南（塩田）チームが見事優勝を果たしました。
　また、90歳以上の特別表彰として八代支部の村松昭治様（92歳）と御坂支部の小澤隆宜様（90歳）が表彰
されました。
　おめでとうございました。

優勝
一宮南
（塩田）

八代

境川

一宮西

御坂西（成田）

富士見

岡部

御坂西（尾山）

芦川



ふ
え
ふ
き
１

ふ
え
ふ
き
２

ふ
え
ふ
き
３

ふ
え
ふ
き
４

ふ
え
ふ
き
５

ふ
え
ふ
き
６

ふ
え
ふ
き
７

ふ
え
ふ
き
８

第８回ＪＡバンク山梨「年金友の会」
グラウンドゴルフ大会開催 !!

　11月 13日、甲府市の小瀬スポーツ公園で、第８回ＪＡバンク山梨「年金友の会」グラウンドゴ
ルフ大会が開催されました。
　この大会は「年金友の会」活動の活性化と、参加者同士の親睦に資することを目的に開催されま
した。
　県下７ＪＡから約 340 名が参加し、当ＪＡからは46名が出場しました。
　大会参加者上位 30名が表彰され、豊富支部渡辺光子様が第 14位、八代支部霜村袈裟恵様が第
25位に入賞しました。
　おめでとうございました。参加者の皆さんお疲れ様でした。
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児
童
が
稲
刈
り
に
挑
戦

　

11
月
５
日
、
八
代
町
増
利
地
区
の
田

ん
ぼ
で
笛
吹
市
立
八
代
小
学
校
の
５
年

生
が
稲
刈
り
を
行
な
い
、
５
年
生
74
名

と
小
池
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
100
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
の

一
環
で
行
わ
れ
、
今
年
で
８
年
目
と
な

り
ま
す
。

　

今
年
は
悪
天
候
に
よ
り
田
植
え
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
月
下
旬
に
児

童
ら
が
種
も
み
を
ま
き
、
大
切
に
稲
を

育
て
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
が
稲
の
刈
り
方
を
説
明
し

た
後
、
田
ん
ぼ
に
入
り
「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
を
刈
り
ま
し
た
。
刈
っ
た
稲
を
麻

ひ
も
で
一
ま
と
め
に
し
、
干
す
ま
で
一

連
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
一
週
間
ほ

ど
、
日
干
し
に
し
た
後
、
脱
穀
、
精
米

し
ま
す
。
日
干
し
を
行
う
事
に
よ
り
、

穂
の
養
分
が
米
に
行
き
渡
り
、
よ
り
お

い
し
い
米
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
は
「
初
め
て
の
経
験
で
難
し
か

っ
た
け
ど
、
稲
刈
り
は
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
６
日
に
は
、
笛
吹
市
立

石
和
西
小
学
校
の
５
年
生
も
稲
刈
り
に

奮
闘
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
作
業
を
児
童
の
み
な
さ

ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

第
７
回
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催　

　

11
月
12
日
、
笛
吹
市
八
代
町
の
ウ
ッ

ド
ス
ト
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第
７
回
Ｊ
Ａ

ふ
え
ふ
き
組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
じ
め
、
当
Ｊ
Ａ
管
内

の
組
合
員
、
総
勢
152
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

組
合
員
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
開
か
れ
、
終
始
笑
顔
で
プ
レ
ー
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
宮
北
支
所
の
小
池
一
仁
様
が
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

豊
富
支
所
女
性
部
手
芸
教
室

　

11
月
21
日
、
当
Ｊ
Ａ
豊
富
支
所
女
性

部
は
、
豊
富
支
所
事
務
所
で
部
員
７
名

が
参
加
し
、
手
芸
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
「
家
の
光
」
に
簡
単
に
作

れ
る
「
お
薬
手
帳
ケ
ー
ス
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
た
め
、
近
況
報
告
を
兼
ね
て

の
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
い
な
が
ら
押
し
花

を
自
由
に
並
べ
て
シ
ー
ル
を
貼
る
細
か

な
作
業
で
す
。

　

部
員
の
方
々
は
、
「
静
電
気
が
す
ご

く
て
花
が
台
紙
に
う
ま
く
乗
ら
な
い
な

ど
苦
労
し
た
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ケ
ー

ス
が
出
来
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

御
坂
支
所
女
性
部
寄
せ
植
え
教
室

　

11
月
26
日
、
当
Ｊ
Ａ
御
坂
支
所
女
性

部
は
、
御
坂
西
支
所
２
Ｆ
で
寄
せ
植
え

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
「
フ
ル
ー
ル
夢
工
房
」
の
鶴

田
さ
ん
を
招
き
、
同
部
員
28
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
せ
植
え
は
、
パ
ン
ジ
ー
・

ビ
オ
ラ
、
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
な
ど
７

種
の
花
を
植
え
ま
し
た
。　

　

鶴
田
さ
ん
は
「
今
回
は
、
玄
関
前
に

飾
れ
る
寄
せ
植
え
で
す
。
春
ご
ろ
ま
で

長
持
ち
す
る
花
を
多
く
、
手
入
れ
が
し

や
す
く
寒
さ
に
強
い
植
物
を
選
び
ま
し

た
。
今
年
だ
け
で
な
く
来
年
も
寄
せ
植

え
し
た
花
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
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中
央
ブ
ロ
ッ
ク
・
一
宮
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
部
寄
せ
植
え
教
室　

　

11
月
26
日
、
当
Ｊ
Ａ
中
央
・
一
宮
ブ

ロ
ッ
ク
女
性
部
は
、
合
同
で
八
代
統
合

共
選
場
に
て
寄
せ
植
え
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
師
に
「
井
上
園
芸
」
の
井
上
一
也

さ
ん
を
招
き
、
同
部
員
約
96
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
せ
植
え
は
、
ガ
ー
デ
ン
シ

ク
ラ
メ
ン
や
ア
ワ
ユ
キ
エ
リ
カ
な
ど
８

種
10
鉢
を
植
え
ま
し
た
。

　

女
性
部
の
方
々
は
、
「
自
分
が
き
れ

い
と
思
う
よ
う
に
植
え
る
こ
と
が
大

切
」
と
の
指
導
か
ら
、
自
分
な
り
に
色

合
い
や
立
体
感
を
演
出
す
る
な
ど
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

石
和
支
所
女
性
部
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

12
月
３
日
、
石
和
支
所
女
性
部
は
石

和
町
の
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
料
理
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
山
梨
厚
生
連
栄
養
科

の
管
理
栄
養
士 
富
永
菜
月
さ
ん
を
招

き
、
同
部
員
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
【
世
界
を
旅
す
る
料
理
～
地

中
海
料
理
～
】
を
テ
ー
マ
に
「
き
の
こ

と
く
る
み
の
ペ
ン
ネ
」
「
ス
パ
ニ
ッ
シ

ュ
オ
ム
レ
ツ
」
「
ご
ろ
ご
ろ
野
菜
の
ミ

ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
」
「
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
の
サ
ラ
ダ
」
「
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の

テ
ィ
ラ
ミ
ス
風
」
の
５
品
を
作
り
ま
し

た
。

　

部
員
た
ち
は
、
栄
養
満
点
の
地
中
海

料
理
を
囲
み
、
美
味
し
そ
う
に
そ
の
味

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

笛
吹
市
八
代
小
児
童

児
童
が
育
て
た
米

給
食
で
味
わ
う　

　

12
月
４
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
笛
吹
市
立
八

代
小
学
校
は
、
５
年
生
が
育
て
た
米
を

給
食
で
全
校
児
童
、
教
職
員
、
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
約
450
名
で
味
わ
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
児
童
に
、
５
月
下
旬
の
種

も
み
ま
き
か
ら
、
11
月
上
旬
の
稲
刈
り

を
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
の

一
環
で
当
Ｊ
Ａ
が
指
導
し
ま
し
た
。

　

品
種
は
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
。
10
ア
ー

ル
の
広
さ
で
、
も
み
約
400
キ
ロ
を
収
穫

し
ま
し
た
。

　

石
原
常
務
は
「
み
ん
な
が
大
切
に
育

て
た
お
米
を
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
天
候
の
関
係

で
田
植
え
体
験
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
籾
ま
き
・
稲
刈
り
を
通
じ
て
お
米

が
出
来
る
ま
で
の
大
変
さ
を
経
験
し
ま

し
た
。
そ
の
お
米
を
食
べ
る
こ
と
は
感

慨
深
い
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
体
験
を

大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
お
米
が
柔
ら
か
く
て
す
ご

く
お
い
し
い
！
も
っ
と
食
べ
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

◎
工
夫
を
重
ね
品
質
向
上

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」
の
長
期
貯
蔵
が
、
５
年
目
と
な
り

12
月
の
年
末
需
要
へ
向
け
「
Ｊ
Ａ
ふ
え

ふ
き
産
ブ
ラ
ン
ド
」
の
浸
透
を
図
り
ま

し
た
。

　

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
は
、
品

質
的
に
貯
蔵
に
向
い
て
い
る
特
性
も
あ

り
、
４
年
前
か
ら
長
期
貯
蔵
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空
気
を
循
環
さ

せ
冷
却
し
、
ま
た
果
実
に
冷
風
を
当
て

な
い
環
境
と
、
温
度
・
湿
度
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
最
新
式
の
高
性
能
冷
蔵

庫
や
氷
感
コ
ア
シ
ス
テ
ム
の
施
設
を
導

入
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
申
し
分

の
な
い
品
質
が
維
持
で
き
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
失
敗

や
苦
労
が
実
を
結
び
、
貯
蔵
技
術
確
立

ま
で
と
は
至
っ
て
な
い
が
、
レ
ベ
ル
の

高
い
状
態
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
年
末

商
戦
や
ク
リ
ス
マ
ス
需
要
へ
供
給
す
る

こ
と
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
、

年
間
を
通
し
た
青
果
物
の
出
荷
に
対
す

る
販
路
の
確
保
や
、
販
売
先
か
ら
信
頼

さ
れ
る
産
地
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。



１．発生生態
　【越　　冬】
　　・秋期に台風や降雨とともに落葉痕や皮目から侵入、感染する。
　　・感染しても病斑をつくらず、そのまま越冬する。
　【春型枝病斑の形成と伝染・発病（４月～）】
　　・樹液流動とともに潜伏している細菌の活動が活発となり、開花期から幼果期にかけて芽
　　　の付近を中心に、春型枝病斑（スプリングキャンカー）を形成する。
　　・病斑は初め赤色で、後に上下に広がり紫黒色となる。
　　・雨や強風により枝病斑から新葉や果実に伝染し、発病する。
　　・風がなくても葉が濡れていれば細菌の感染は起こり、葉では７～ 15 日、果実では 20
　　　～３０日の潜伏期間を経て発病する。
　【夏型枝病斑の形成と落葉痕への侵入（６月～）】
　　・発病した葉や枝から盛んに二次伝染を繰り返し、新梢には縦に割れた夏型枝病斑（サマ
　　　ーキャンカー）を形成する。
　　・翌年の伝染源となる落葉痕に侵入する。

２．伝染に好適な条件
　⑴　病原細菌は、10 ～ 35℃で生育するが、適温は 25℃前後で、葉や果実の気孔や傷口か
　　ら侵入する。
　⑵　風当たりの強い園や湿度の高い園で発生が多くなる。
　⑶　感染期の９～１０月、発病期の４～５月の大雨・長雨にあうと発病が多くなる。また、
　　台風の影響で風雨を強く受けた翌年は、発生が多くなる。

３．休眠期の枝の剪除（耕種的防除）
　⑴　今年の春型枝病斑と夏型枝病斑は来年の感染源にはならないが、組織が損傷を受けてい
　　るため、他に枝がある場合は剪除する。
　⑵　多発した園（樹）では、開花期頃から春型枝病斑が出現する可能性があり、見つけ次第
　　剪除する必要があるため、休眠期の剪定時には枝を通常より１～２割多く残す。

春型枝病斑 幼果の病斑 果実の病斑葉の病斑

冬季剪定時の春型枝病斑（左）と夏型枝病斑（右）



　⑶　枝の切り残し部分は、感染している恐れがあるため、剪除する。

４．せん孔細菌病の年間を通した体系的な防除対策

散布時期
薬剤と調合量

（100㍑当たり薬量）
10a 当たり

散布量
注意事項

３月中下旬

（花弁が見え始
　める頃まで）

IC ボルドー 412 30 倍
（3.3㎏）

又は
4-12 式ボルドー液

（硫酸銅 :400g　生石灰 :1.2㎏）

400㍑

・この時期のボルドーは、初期感染の防
　止に有効である。
・住宅隣接園では、ムッシュボルドー
　DF500 倍 (200g) を用いる。

４月中旬
（満開期直後）

アグレプト液剤・水和剤 1,000 倍
（100cc・100g）

400㍑

・アグレプト剤は、収穫６０日前まで２
　回以内。
・アグレプト剤は無核果を生じるため、
　隣接のぶどうにかからないよう注意す
　る。

４月下旬

【日川白鳳まで】
マイコシールド 1,500 倍

（66g）
【中生種、晩生種】

アグレプト液剤・水和剤 1,000 倍
（100cc・100g）

400㍑

・アグレプト剤は、収穫６０日前まで２
　回以内、マイコシールドは収穫２１日
　前まで５回以内とする。
・アグレプト剤は無核果を生じるため、
　隣接のぶどうにかからないよう注意す
　る。

５月上旬
マイコシールド 1,500 倍

（66g）
400㍑

・マイコシールドは収穫２１日
　前まで５回以内とする。

５月中旬
【晩生種】

マイコシールド 1,500 倍
（66g）

500㍑
・マイコシールドは収穫２１日
　前まで５回以内とする。

９中旬～ 10 月上旬
（２週間間隔で２～

３回）

IC ボルドー 412 30 倍
（3.3㎏）

又は
4-12 式ボルドー液

（硫酸銅 :400g　生石灰 :1.2㎏）

500㍑

・落葉前のボルドーは、越冬菌密度を低
　下させるのに有効的である。
・住宅隣接園では、ムッシュボルドー
　DF500 倍 (200g) 加用クレフノン
　100 倍 (1kg) を用いる。ただし、薬
　害の発生するおそれがあるので高温時
　の散布はさける。



十
月
定
例
理
事
会十

月
二
十
五
日

一
、
必
要
な
件
に
つ
い
て

　
　

研
修
受
け
入
れ
先
で
あ
る

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
管
内
が

　

台
風
19
号
に
よ
り
被
害
を
う

　

け
た
た
め
、
役
員
研
修
を
来

　

年
度
に
延
期
す
る
こ
と
に
つ

　

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

十
一
月
定
例
理
事
会

十
一
月
二
十
六
日

一
、
上
半
期
監
事
監
査
意
見
書

　

に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

　
　

上
半
期
監
事
監
査
に
お
け

　

る
監
査
指
摘
内
容
に
つ
い
て
、

　

改
善
を
要
す
る
事
項
等
を
審

　

議
し
ま
し
た
。

二
、
富
士
見
第
二
Ｓ
Ｓ
道
路
拡

　

張
工
事
に
伴
う
改
修
工
事
に

　

つ
い
て

　
　

富
士
見
第
二
Ｓ
Ｓ
前
、
一

　

般
国
道
140
号
を
拡
張
工
事
す

　

る
こ
と
に
伴
う
富
士
見
第
二

　

Ｓ
Ｓ
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

審
議
し
ま
し
た
。

三
、
出
資
口
数
の
減
口
に
つ
い

　

て

　
　

出
資
口
数
の
減
口
に
つ
い

　

て
は
定
款
第
21
条
の
定
め
に

　

よ
り
理
事
会
決
議
事
項
と
な

　

る
た
め
、
減
口
要
請
に
つ
い

　

て
審
議
し
ま
し
た
。

四
、
Ｊ
Ａ
教
育
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

　
（
ジ
ャ
ッ
ク
ス
保
証
型
）
融

　

資
要
項
の
改
正
に
つ
い
て

　
（
案
）

　
　

教
育
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
（
ジ

　

ャ
ッ
ク
ス
保
証
型
）
の
貸
付

　

対
象
者
資
格
基
準
拡
張
に
つ

　

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

五
、
イ
デ
コ
（iD

eC
o

・
個

　

人
型
確
定
拠
出
型
年
金
）
の

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
案
）

　
　

イ
デ
コ
の
受
付
金
融
機
関

　

と
し
て
の
取
り
扱
い
に
つ
い

　

て
審
議
し
ま
し
た
。

　
　
（iD
eC

o

…
老
後
の
た
め

　

に
お
金
を
積
み
立
て
、
預
金

　

や
投
資
信
託
な
ど
自
分
で
選

　

ん
だ
商
品
で
運
用
し
た
後
、

　

そ
の
運
用
成
果
を
原
則
60
歳

　

か
ら
受
け
取
る
個
人
型
確
定

　

拠
出
年
金
制
度
の
こ
と
。）

六
、２
０
１
９
年
度
冬
期
賞
与

　

支
給
に
つ
い
て

　
　

職
員
の
冬
期
賞
与
を
年
間

　

計
画
の
範
囲
内
で
支
給
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

　

た
。

　

以
上
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

令和元年度の農業災害などの影響により
収量減の被害を受けられた

農業者の皆様へ

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）
檜
山
靖
洋

　
　

毛
筆
の
形
を
し
た
雲

　

お
正
月
と
い
え
ば
、
た
こ
揚
げ
、
羽
根
突

き
、
こ
ま
回
し
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
も

楽
し
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
書
き
初

め
と
し
て
、
今
年
一
年
の
思
い
や
目
標
を
毛

筆
で
し
た
た
め
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

　

毛
筆
と
い
え
ば
、
気
象
衛
星
か
ら
見
た
雲

で
「
毛
筆
状
の
雲
」
と
呼
ば
れ
る
雲
の
形
が

あ
り
ま
す
。
三
角
形
を
し
て
い
て
筆
の
穂
先

の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
ニ
ン
ジ
ン
の
形

に
も
見
え
る
た
め
、
ニ
ン
ジ
ン
状
雲
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
こ
の
雲
は
活
発
な
積
乱
雲
で
、

災
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
雨
雲
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

新
年
最
初
に
書
き
初
め
と
と
も
に
し
て
お

き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
雨
の
際
、
家

の
周
り
に
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
の
危
険
が

な
い
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
い
ま
一
度
確

認
し
、
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
も
併
せ
て

調
べ
て
お
く
と
良
さ
そ
う
で
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
、
家

族
が
集
ま
り
や
す
い
お
正
月
に
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。



令和元年度の農業災害などの影響により
収量減の被害を受けられた

農業者の皆様へ

凍霜害・雹害・
せん孔細菌病・
晩腐病などによ
り果物等が被害
を受けた

農業経営の維
持安定に向け
た支援が受け
られます。

　ＪＡふえふきでは、被災農業者の経営安定化を支援するため、収穫量
が減少し減収した被災農業者が融資を受ける際に、所定の条件等を満た
した場合に 0.0％～ 1.0%となる資金をご用意しました！

　所定の条件：被災前 5 年間の各年の収量及び農業所得額について、
最大と最小の年を除いた平均と比べて減収量が 30％以上かつ損失額が
10％以上。

取扱期間：令和元年 11 月 27 日　～　令和 2 年 1 月 20 日

資金内容　基準金利 2.00%

ＪＡ農業災害資金（市長認定・JA 組合長認定）

　　　農業信用基金協会の保証が受けられる方
笛吹市・甲府市管内（笛吹市・甲府市負担 1.0%＋ JA ふえふき 1.0%）
　　笛吹市・甲府市管内の組合員さんは市からの利子補給により実質 0.0％

中央市（旧豊富村管内）（組合員負担 1.0%＋ JA ふえふき 1.0%）
　　 中央市の組合員さんについては 1.0％のご負担を頂きます　　　
　※既に支払った農業経費分も含めてご利用いただけます。
　借入金額　上限 500 万円（1 万円単位）ただし、農業減収額の範囲内
　借入期間　5 年以内（据置 1 年以内）返済日　10/20　年 1 回払い

詳しくはＪＡ窓口または下記までお問い合わせください。

笛吹農業協同組合　ローンセンター
　0120-60-4143
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この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説
明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際は、「重要事項説明
書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

お問い合わせは

JA共済ホームページアドレス https://www.ja-kyosai.or.jp

R2.1月

そんなときは…

事故で新車が大破してしまったとき
買い替えて新車にまた乗りたい !

車両新価保障特約
車両新価保障特約は自動車事故によってお車が修理不能となるなど損害を受けた場合に、
車両共済金額ではなく、新車価格相当額を保障します。

NEW

以下のいずれかを満たす場合など特約の付加には所定の条件があります。
●共済期間の末日が、ご契約のお車の初度登録（検査）の翌月から61か月以内
であること
●共済価額が新車価格相当額の50％以上に相当する額であること

ご契約のお車の車両共済金額と新車価格相当額に差がない場合、お車の損害が全損となった場合に保障
される額は同額となりますが、車両新価保障特約ではお車に所定の著しい損傷が生じ修理費が新車価格
相当額の50％以上となった場合も全損となるため、手厚い保障をうけることができます。

特約のポイント
①こんな時にお支払いします！

特約を付加いただける条件

以下の所定の全損時にお支払いします。
●修理不能となった場合 　●修理費が共済価額（注1）以上になった場合
●修理費が新車価格相当額の50％以上になった場合（注2）
　（注1）ご契約のお車の価額として共済契約の締結時に協定した時価額をいいます。
　（注2）ご契約のお車の内外装・外板部品以外の部分に著しい損傷が生じた場合に限ります。

②臨時費用がパワーアップ

いままで

17万円（※1）
特約を付加していれば

30万円（※2）

上記お支払例の場合にお支払いする臨時費用もパワーアップします。

（※1）車両保障の臨時費用は、ご契約のお車が所定の全損（注）となった場合に
車両共済金額の10％（20万円限度）をお支払いします。
（注）車両保障における全損とは、お車が修理不能となった場合または修

理費が共済価額以上の場合をいいます。
（※2）車両新価保障特約を適用して共済金をお支払いする場合は、車両保障

の臨時費用の支払内容を新車価格相当額の10％（30万円を限度）に変
更してお支払いします。

保障のイメージ

新
車
価
格
相
当
額

1年目 2年目

240
万円

車両共済
金額

300
万円

車両共済
金額

210
万円

車両共済
金額

190
万円

車両共済
金額

170
万円

車両共済
金額

3年目 4年目 5年目

車両新価保障特約で新車価格との差額を保障

いままでは

車両保障から170万円を受け取れます。

特約を付加していれば

300万円を受け取れます！！
でも、同等クラスの新車へ買い替える場合、不足金額が・・・。

同等クラスの
新車への
買い替えが
できます！！

車両
共済金額
170万円

新車購入不足金額130万円

特約をつけていて
良かった！！

いいね！

例えば 車両共済金額：170万円
新車価格相当額：300万円のご契約で事故があり、お車が修理不能となったとき

各支所共済窓口





しらすのパラパラチャーハン
■材料（２人分）
　ご飯　茶碗２膳分、卵　２個、ゆでて刻んだブロッコリー　適宜、しら
　す　50ｇ、サラダ油　大さじ１と１/２、顆粒（かりゅう）だし　小
　さじ１、水　大さじ１、塩、こしょう、しょうゆ　適宜
■作り方
　1　ボウルに卵を割りよく混ぜ、熱いご飯を入れて手早く絡める。
　2　フライパンにサラダ油を入れよく熱し、1を入れ強火でパラパラに
　　　なるまで炒める。
　3　いったん火を止め、塩、こしょう、しらす、ブロッコリーを入れ再
　　　び炒め、なじんだところで水、顆粒だし、しょうゆを入れサッと炒
　　　めて出来上がり。

牛カルビ焼き茶漬け
■材料（２人分）
　牛カルビ　50 ｇ、塩　少々、ご飯　茶わん１膳分、昆布茶　小さじ１/ ２、
　刻みのり　適宜、小ネギ　適宜、おろしワサビ　適宜
　だし〔かつおだし　150ml、薄口しょうゆ　小さじ１/ ２、塩　少々〕
■作り方
　1　だしの材料を鍋に合わせて入れ火にかけ沸かす。だしは注ぎ口の付
　　　いた器（急須）に入れる。
　2　茶わんにご飯を盛り付け、昆布茶を振る。
　3　フライパンをよく熱し、軽く塩をしたカルビをカリッと焼き上げ2
　　　にのせ、1を注ぎ、上におろしワサビ、刻みのり、小ねぎをのせて
　　　出来上がり。

ごはんごはん

ごはんごはん

牡羊座（3/21～4/19）
【全体運】思うようにならないことが増え、
強引になりがち。謙虚さを大切に。陶芸や園
芸など、土に触れると開運効果が
【健康運】体を動かせば、体調も運も上向き
そう
【幸運の食べ物】クワイ

天秤座（9/23～10/23）
【全体運】うっかり発言でトラブルを招く暗
示。特にお酒の席ではご用心。丁寧に玄関の
掃除をすると運気好転の効果が
【健康運】足腰を鍛える好機。短い時間でも
歩いて
【幸運の食べ物】ホタテ

蠍座（10/24～11/22）
【全体運】フットワークが軽くなる期間。興
味を引かれるジャンルを見つけたら、早速試
してみて。グループレジャー吉
【健康運】お正月太りにご用心。カロリー計
算を
【幸運の食べ物】こんにゃく

射手座（11/23～12/21）
【全体運】得意なことや好きなジャンルに情
熱を注ぐと、それが活躍の場を引き寄せます。
ずっと欲しかったものを買えそう
【健康運】スポーツを楽しめば、ストレス解
消に◎
【幸運の食べ物】伊予カン

山羊座（12/22～1/19）
【全体運】強運期。やりたいことに果敢にト
ライを。面接や公募などの自己アピールも好
結果に。くじや懸賞も当たりそう
【健康運】良質な睡眠を目指せば、自然治癒
力アップ
【幸運の食べ物】豆腐

水瓶座（1/20～2/18）
【全体運】大仕事を成そうと気張るより、地
道な積み重ねが福を呼びます。現代アートは
感性に良い刺激を与えてくれそう
【健康運】健康グッズに注目を。体質に合う
良品が
【幸運の食べ物】あんこ

魚座（2/19～3/20）
【全体運】尊敬する人の行動を参考に仕事の
やり方を変えるなど、自己改革に取り組んで。
同世代有名人の出演番組にツキ
【健康運】暴飲暴食は厳禁。腹七分目位が正
解
【幸運の食べ物】芽キャベツ

牡牛座（4/20～5/20）
【全体運】保留になっていたことが動き始め
る予感。直感がさえるので、ピンときたら、
即やってみると好結果に
【健康運】小まめに運動することで、運気も
活性化
【幸運の食べ物】セリ

双子座（5/21～6/21）
【全体運】周りの意見に振り回されやすいと
き。自分の経験値を信じて選択を。セールで
は掘り出し物をゲット
【健康運】疲労をため込む傾向が大。笑いで
発散を
【幸運の食べ物】ナガイモ

蟹座（6/22～7/22）
【全体運】対人関係に変化がありそう。今ま
で敵対視していた相手が味方になる可能性が
高め。新作映画やドラマにツキ
【健康運】生活のペースを落として。ゆとり
が大切
【幸運の食べ物】ブリ

獅子座（7/23～8/22）
【全体運】マイナス思考が現実化しやすい傾
向あり。意識的に楽しいことを考えて。新し
い習い事を始めると充実しそう
【健康運】うまく自己管理できそう。マッサ
ージ吉
【幸運の食べ物】野沢菜

乙女座（8/23～9/22）
【全体運】人気運が赤丸急上昇。自信をもっ
てリーダーシップを発揮して。また、長年の
夢がかなう気配。新年会もラッキー
【健康運】消化に良い食べ物を。栄養にも配
慮して
【幸運の食べ物】ゴボウ

今月のあなたの運勢 １月　　モナ・カサンドラ

シェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい　ともかず）

茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレジン）」

オーナーシェフ
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答　え

　

ふ
え
ふ
き
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よ
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お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
十
名
の
方
に

粗
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ふ
え
ふ
き
だ
よ
り

に
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

郵便はがきに、右記の要領
で記入しお送りください。

◎締　切　１月31日（金）消印有効
◎当選者を誌面で発表するとともに、
　粗品をお送りさせていただきます。
　また、お寄せいただいたご意見、
　個人情報等は、当組合の広報紙及
　び事業運営のみに参考にさせて頂
　きます。
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当

選

者

名
人
の
た
た
ず
ま
い
は「

○
然
」
？

社会人の
ための

日本語
検定

プレゼントありますよ！数独 二重枠に入った数字
の合計はいくつ？

出題・ニコリ
ルール
⑴　空いているマスに、１から９までの数字のどれ
　　かを入れます。
⑵　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれ
　　た３×３のブロック（それぞれのマスあるブロ
　　ックが９つ）のいずれにも１から９までの数字
　　が１つずつ入ります。

７ ５ ３

６ １ ２

４ １

２ ３

６ ４

１ ８

３ ５

２ １ ７

４ ６ ８

次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
き
、（
　
　
）

の
部
分
は
ど
ち
ら
の
い
い
方
が
適
切
で
し

ょ
う
か
。
適
切
な
方
を
選
ん
で
、
番
号
で

答
え
て
く
だ
さ
い
。

今
日
は
六
時
前
に
は
仕
事
を
（
　
　
　
）

そ
う
だ
か
ら
い
っ
し
ょ
に
ど
こ
か
に
行
か

な
い
か
。

⑴
　
切
り
上
げ
ら
れ

⑵
　
切
り
上
げ
れ

（
　
　
　
）
に
入
る
言
葉
と
し
て
適
切
な

も
の
を
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ

い
。

盤
を
前
に
（
　
　
　
）
と
座
し
て
相
手
を

待
つ
名
人
の
姿
に
は
、
何
と
も
言
え
ぬ
威

圧
感
が
あ
る
。

⑴
　
慄
然

⑵
　
唖
然

⑶
　
端
然

問
一　
　

文
法　
　

３
級

問
二　

言
葉
の
意
味　

２
級

問三

前
号
の
解
答
・
解
説

問
一　
⑷

「
貴
誌
」
は
、
相
手
側
の
雑
誌
に
対
す
る
尊

敬
語
で
、「
小
誌
」
は
、
自
分
側
の
雑
誌
に

対
す
る
謙
譲
語
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
言
葉

の
尊
敬
語
と
謙
譲
語
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

同
じ
関
係
に
な
る
の
は
⑷
で
、「
玉
稿
」
は
、

相
手
の
「
原
稿
」
を
指
す
尊
敬
語
で
あ
り
、

「
拙
稿
」
は
自
分
の
原
稿
を
指
す
謙
譲
語
で

あ
る
。
⑴
の
「
卓
見
」
は
、
優
れ
た
考
え
や

意
見
の
こ
と
だ
が
、
相
手
の
意
見
の
尊
敬
語

で
は
な
く
、「
愚
見
」
は
、
自
分
の
意
見
の
意
を
表
す
謙
譲
語
で

あ
る
。
⑵
の
「
当
校
」
は
こ
の
学
校
、
ま
た
、
自
分
の
側
の
学

校
を
指
す
言
葉
だ
が
謙
譲
語
で
は
な
く
、「
貴
校
」
は
、
相
手
側

の
学
校
の
意
を
表
す
尊
敬
語
で
あ
る
。
⑶
の
「
厚
志
」
は
、
他

人
が
示
す
親
切
な
気
持
ち
や
配
慮
の
こ
と
で
、「
芳
志
」
は
、
相

手
か
ら
の
贈
り
物
や
も
て
な
し
の
意
を
表
す
尊
敬
語
で
あ
る
。

問
二　
万

「
万
障
」は
さ
ま
ざ
ま
な
さ
し
さ
わ
り
の
こ
と
。「
繰
り
合
わ
せ
る
」

は
、
忙
し
く
て
も
何
と
か
都
合
を
つ
け
る
こ
と
で
、
相
手
に
都

合
を
つ
け
て
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
言
う
と
き
に
、「
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
」
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

問
三

〒 406-0822

笛
吹
市
八
代
町
南　

五
六
一

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

　

総
合
企
画
課

　

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
係

①
答
え 

問
一
・
問
二
・
問
三

②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

職
業

③
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
や
ふ
え

　

ふ
き
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見
ご
要
望
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ＪＡふえふき　組合員各位

大切な組合員さんの健康を守るために

肺がん検診実施のお知らせ
～胸部ヘリカルＣＴ検診～JA山梨厚生連

　新春の候、組合員の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　さて、今年度も「肺がん胸部ヘリカルＣＴ検診」を下記内容にて実施いたします。市
で実施する集団検診では受診できない内容ですので、ご自身の健康管理に役立てていた
だけますよう、ご案内申しあげます。

※　記入漏れのないよう、もう一度見直しをお願いします。
　　提出は各支所ならびに本所までお願いします。

肺 が ん 検 診 申 込 書
支 所 電 話 番 号
受 診 者 名 ◎ＦＡＸ番号
住 所
受 診 会 場

◎　ＦＡＸをお持ちの方は、ＦＡＸにて連絡をいたしますのでご記入をお願いいたします。

切り取り線

締め切り日：令和2年1月31日（金）
※会場・受診時間など詳細は後日連絡いたしますので、お申込書の記入漏れのないようお願い
　いたします。
　お問い合わせ先：ＪＡふえふき　企画総務部　人事課

　（TEL）055-265-1600　（FAX）055-265-1620

実　施　内　容
実　施　日：令和２年２月 25 日（火）　一宮北支所
 　　　　２月 26 日（水）　御坂第二共選場
 　　　　２月 27 日（木）　本　所
定　　　員：各会場 50 名（定員になり次第締め切らせて頂きます）
受 付 時 間：午後２時～午後３時 30 分
受 診 料 金：ＣＴ撮影　　２，０００円
 ※個人で受診する場合より、受診料金は大幅に軽減されています。
 　（通常 5,565 円）
結 果 返 却：検診から約 1 ヶ月後に郵送
注 意 事 項：体内に金属が入っている方は受診時に受付でご相談ください。受
 診できない場合があります。
 また、以下の方は受診できません。
 　　ペースメーカー又は助細動器をご使用の方
 　　妊娠中またはその可能性がある方


